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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 振 動 発 生 装 置 を 振 動 さ せ る た め の 振 動 信 号 を 生 成 す る 振 動 信 号 生 成 装 置 で あ っ て 、
　 音 声 信 号 の 包 絡 線 に 関 す る 包 絡 線 情 報 を 導 出 す る 包 絡 線 情 報 導 出 部 と 、
　 周 波 数 お よ び 振 幅 が 一 定 の 波 で あ る 基 本 信 号 に 、 前 記 包 絡 線 情 報 に 基 づ い た 周 波 数 変 調  
お よ び 振 幅 変 調 を 行 い 、 振 動 信 号 を 生 成 す る 振 動 信 号 生 成 部 と 、 を 有 す る 、 振 動 信 号 生 成  
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 音 声 信 号 の う ち の 低 周 波 成 分 を 音 声 信 号 か ら 抽 出 す る 抽 出 部 と 、
　 前 記 振 動 信 号 に 、 前 記 抽 出 さ れ た 低 周 波 成 分 の 信 号 を 混 合 す る 混 合 部 と 、 を さ ら に 有 す  
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 振 動 信 号 生 成 部 は 、 前 記 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ 、 周 波 数 が 高 く な る よ う  
に 、 前 記 周 波 数 変 調 を 行 う 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 振 動 信 号 生 成 部 は 、 前 記 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ 、 周 波 数 が 低 く な る よ う  
に 、 前 記 周 波 数 変 調 を 行 う 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の モ ー ド か ら １ つ の モ ー ド を 決 定 す る モ ー ド 決 定 部 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 振 動 信 号 生 成 部 は 、 前 記 モ ー ド 決 定 部 に よ り 決 定 さ れ た モ ー ド に 基 づ い て 、 前 記 周  

請求項の数　10　（全11頁）
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波 数 変 調 を 行 う 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 複 数 の モ ー ド は 、 リ ラ ッ ク ス 効 果 を 目 的 と す る 第 １ の モ ー ド を 含 み 、
　 前 記 振 動 信 号 生 成 部 は 、 前 記 決 定 さ れ た モ ー ド が 第 １ の モ ー ド で あ る な ら ば 、 前 記 包 絡  
線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ 、 周 波 数 が 低 く な る よ う に 、 前 記 周 波 数 変 調 を 行 う 、 請 求 項  
５ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 複 数 の モ ー ド は 、 覚 醒 効 果 を 目 的 と す る 第 ２ の モ ー ド を 含 み 、
　 前 記 振 動 信 号 生 成 部 は 、 前 記 決 定 さ れ た モ ー ド が 第 ２ の モ ー ド で あ る な ら ば 、 前 記 包 絡  
線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ 、 周 波 数 が 高 く な る よ う に 、 前 記 周 波 数 変 調 を 行 う 、 請 求 項  
５ ま た は ６ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 振 動 発 生 装 置 を 振 動 さ せ る た め の 振 動 信 号 を 生 成 す る た め に 、 コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ  
る 振 動 信 号 生 成 方 法 で あ っ て 、
　 音 声 信 号 の 包 絡 線 に 関 す る 包 絡 線 情 報 を 導 出 す る 包 絡 線 情 報 導 出 工 程 と 、
　 周 波 数 お よ び 振 幅 が 一 定 の 波 で あ る 基 本 信 号 に 、 前 記 包 絡 線 情 報 に 基 づ い た 周 波 数 変 調  
お よ び 振 幅 変 調 を 行 い 、 振 動 信 号 を 生 成 す る 振 動 信 号 生 成 工 程 と 、 を 有 す る 振 動 信 号 生 成  
方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 方 法 を 、 コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る 振 動 信 号 生 成 プ ロ グ  
ラ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し て い る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な  
記 憶 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 振 動 信 号 生 成 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 音 声 に 基 づ い て 発 生 さ せ た 振 動 を 身 体 に 与 え る こ と で 、 音 声 を 身 体 で 感 さ せ る こ と が 可  
能 で あ る 。 人 間 が 感 じ る こ と が で き る 振 動 の 周 波 数 領 域 は 、 人 間 が 聴 く こ と が で き る 周 波  
数 領 域 の う ち の 低 周 波 領 域 で あ る た め 、 従 来 は 、 音 声 信 号 の う ち の 低 周 波 領 域 だ け を 抽 出  
し 、 こ の 抽 出 さ れ た 低 周 波 領 域 の 信 号 に 基 づ い て 、 振 動 を 発 生 さ せ て い た （ 例 え ば 、 特 許  
文 献 １ ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 平 ７ － ２ ８ ８ ８ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 方 法 で は 、 低 周 波 領 域 の 成 分 が な い 音 声 の 場 合 に は 、 音 声  
に 基 づ い た 振 動 を 発 生 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 と し て は 、 低 周 波 領 域 の 成 分 が な い 音 声 の 場 合 で あ っ て  
も 、 音 声 に 基 づ い た 振 動 を 発 生 す る こ と が 一 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 振 動 発 生 装 置 を 振 動 さ せ る た め  
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の 振 動 信 号 を 生 成 す る 振 動 信 号 生 成 装 置 で あ っ て 、 音 声 信 号 の 包 絡 線 に 関 す る 包 絡 線 情 報  
を 導 出 す る 包 絡 線 情 報 導 出 部 と 、 周 波 数 お よ び 振 幅 が 一 定 の 波 で あ る 基 本 信 号 に 、 前 記 包  
絡 線 情 報 に 基 づ い た 周 波 数 変 調 お よ び 振 幅 変 調 を 行 い 、 振 動 信 号 を 生 成 す る 振 動 信 号 生 成  
部 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 振 動 発 生 装 置 を 振 動 さ せ る た め の 振 動 信 号 を 生 成 す る た め に  
、 コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る 振 動 信 号 生 成 方 法 で あ っ て 、 音 声 信 号 の 包 絡 線 に 関 す る 包 絡  
線 情 報 を 導 出 す る 包 絡 線 情 報 導 出 工 程 と 、 周 波 数 お よ び 振 幅 が 一 定 の 波 で あ る 基 本 信 号 に  
、 前 記 包 絡 線 情 報 に 基 づ い た 周 波 数 変 調 お よ び 振 幅 変 調 を 行 い 、 振 動 信 号 を 生 成 す る 振 動  
信 号 生 成 工 程 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 方 法 を 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ り  
実 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 振 動 信 号 生 成 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 振 動 発 生 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 音 声 信 号 の 包 絡 線 Ｅ （ ｔ ） を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 包 絡 線 の レ ベ ル と 周 波 数 の 関 係 と 生 成 さ れ る 振 動 信 号 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 包 絡 線 の レ ベ ル と 周 波 数 の 関 係 と 生 成 さ れ る 振 動 信 号 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ お け る 処 理 動 作 の 一 例 を 示 す 図  
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 音 声 出 力 ・ 振 動 発 生 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 包 絡 線 の レ ベ ル と 周 波 数 の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 振 動 信 号 生 成 装 置 は 、 振 動 発 生 装 置 を 振 動 さ せ る た め の 振 動  
信 号 を 生 成 す る 振 動 信 号 生 成 装 置 で あ っ て 、 音 声 信 号 の 包 絡 線 に 関 す る 包 絡 線 情 報 を 導 出  
す る 包 絡 線 情 報 導 出 部 と 、 周 波 数 お よ び 振 幅 が 一 定 の 波 で あ る 基 本 信 号 に 、 前 記 包 絡 線 情  
報 に 基 づ い た 周 波 数 変 調 お よ び 振 幅 変 調 を 行 い 、 振 動 信 号 を 生 成 す る 振 動 信 号 生 成 部 と 、  
を 有 す る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 低 周 波 領 域 の 成 分 が な い 音 声 の 場 合 で あ っ て も 、  
こ の 音 声 に 基 づ い た 振 動 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 音 声  
信 号 の 包 絡 線 の レ ベ ル に 基 づ い て 、 周 波 数 変 調 を 行 う 。 こ の た め 、 生 成 さ れ た 振 動 信 号 の  
周 波 数 は 、 包 絡 線 の レ ベ ル に 応 じ て 変 化 す る 。 よ っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 低 周 波 領 域 の 成  
分 が な い 音 声 の 場 合 で あ っ て も 、 こ の 音 声 に 基 づ い て 、 単 調 で な い 振 動 を 発 生 す る こ と が  
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 振 動 信 号 生 成 装 置 は 、 前 記 音 声 信 号 の う ち の 低 周 波 成 分 を 音 声 信 号 か ら 抽 出 す る 抽  
出 部 と 、 前 記 振 動 信 号 に 、 前 記 抽 出 さ れ た 低 周 波 成 分 の 信 号 を 混 合 す る 混 合 部 と 、 を さ ら  
に 有 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 音 声 に 低 周 波 成 分 が あ る 場 合 は 、 音  
声 信 号 の 低 周 波 成 分 の 振 動 も 音 声 の 聴 者 に 与 え る こ と が 可 能 に な り 、 結 果 、 ア タ ッ ク 感 が  
あ り 、 音 声 に よ り 追 従 し た 振 動 を ユ ー ザ に 与 え る こ と が 可 能 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 振 動 信 号 生 成 部 は 、 前 記 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ 、 周 波 数 が 高 く な る よ う  
に 、 前 記 周 波 数 変 調 を 行 う よ う に し て も 良 い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 周 波 数 が 高 い 振 動  
を 周 波 数 が 低 い 振 動 よ り も 強 調 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 振 動 信 号 生 成 部 は 、 前 記 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ 、 周 波 数 が 低 く な る よ う  
に 、 前 記 周 波 数 変 調 を 行 う し て も 良 い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 周 波 数 が 低 い 振 動 を 周 波  
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数 が 高 い 振 動 よ り も 強 調 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 情 報 処 理 装 置 は 、 複 数 の モ ー ド か ら １ つ の モ ー ド を 決 定 す る モ ー ド 決 定 部 を さ ら に  
有 し 、 前 記 振 動 信 号 生 成 部 は 、 前 記 モ ー ド 決 定 部 に よ り 決 定 さ れ た モ ー ド に 基 づ い て 、 前  
記 周 波 数 変 調 を 行 う よ う に し て も 良 い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 例 え ば 、 心 身 の 状 態 変 化  
に 関 す る 複 数 の モ ー ド を 用 意 し た 場 合 に 、 身 心 の 状 態 に 適 し た 振 動 を ユ ー ザ に 与 え る こ と  
が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 複 数 の モ ー ド は 、 リ ラ ッ ク ス 効 果 を 目 的 と す る 第 １ の モ ー ド を 含 み 、 前 記 振 動 信 号  
生 成 部 は 、 前 記 決 定 さ れ た モ ー ド が 第 １ の モ ー ド で あ る な ら ば 、 前 記 包 絡 線 の レ ベ ル が 高  
く な る に つ れ 、 周 波 数 が 低 く な る よ う に 、 前 記 周 波 数 変 調 を 行 う よ う に し て も 良 い 。 こ の  
よ う に す る こ と で 、 周 波 数 が 低 い 振 動 が 、 周 波 数 が 高 い 振 動 よ り も 強 調 さ れ る 。 こ の た め  
、 ユ ー ザ に 、 周 波 数 が 低 い 振 動 を よ り 感 じ さ せ 、 ユ ー ザ を リ ラ ッ ク ス さ せ る こ と が 可 能 に  
な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 複 数 の モ ー ド は 、 覚 醒 効 果 を 目 的 と す る 第 ２ の モ ー ド を 含 み 、 前 記 振 動 信 号 生 成 部  
は 、 前 記 決 定 さ れ た モ ー ド が 第 ２ の モ ー ド で あ る な ら ば 、 前 記 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る  
に つ れ 、 周 波 数 が 高 く な る よ う に 、 前 記 周 波 数 変 調 を 行 う よ う に し て も 良 い 。 こ の よ う に  
す る こ と で 、 周 波 数 が 高 い 振 動 が 、 周 波 数 が 低 い 振 動 よ り も 強 調 さ れ る 。 こ の た め 、 ユ ー  
ザ に 、 周 波 数 が 高 い 振 動 を よ り 感 じ さ せ 、 ユ ー ザ を 覚 醒 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 振 動 信 号 生 成 方 法 は 、 振 動 発 生 装 置 を 振 動 さ せ る た  
め の 振 動 信 号 を 生 成 す る た め に 、 コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ れ る 振 動 信 号 生 成 方 法 で あ っ て 、  
音 声 信 号 の 包 絡 線 に 関 す る 包 絡 線 情 報 を 導 出 す る 包 絡 線 情 報 導 出 工 程 と 、 周 波 数 お よ び 振  
幅 が 一 定 の 波 で あ る 基 本 信 号 に 、 前 記 包 絡 線 情 報 に 基 づ い た 周 波 数 変 調 お よ び 振 幅 変 調 を  
行 い 、 振 動 信 号 を 生 成 す る 振 動 信 号 生 成 工 程 と 、 を 有 す る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、  
低 周 波 領 域 の 成 分 が な い 音 声 の 場 合 で あ っ て も 、 こ の 音 声 に 基 づ い た 振 動 信 号 を 生 成 す る  
こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 音 声 信 号 の 包 絡 線 の レ ベ ル に 基 づ い て 、 周 波  
数 変 調 を 行 う 。 こ の た め 、 生 成 さ れ た 振 動 信 号 の 周 波 数 は 、 包 絡 線 の レ ベ ル に 応 じ て 変 化  
す る 。 よ っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 低 周 波 領 域 の 成 分 が な い 音 声 の 場 合 で あ っ て も 、 こ の 音  
声 に 基 づ い て 、 単 調 で な い 振 動 を 発 生 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 振 動 信 号 生 成 プ ロ グ ラ ム は 、 上 記 の 振 動 信 号 生 成 方 法  
を 、 コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 、 低  
周 波 領 域 の 成 分 が な い 音 声 の 場 合 で あ っ て も 、 こ の 音 声 に 基 づ い た 振 動 信 号 を 生 成 す る こ  
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 は 、 上 記 の 振 動  
信 号 生 成 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し て い る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 の 振 動 信 号 生 成 プ  
ロ グ ラ ム を 、 機 器 に 組 み 込 む 以 外 に も 単 体 で 流 通 す る こ と が 可 能 で あ り 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ  
プ 等 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
＜ 振 動 発 生 シ ス テ ム ＞
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 振 動 発 生 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。 振 動 信 号 生 成 シ ス  
テ ム は 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ と 、 振 動 発 生 装 置 ２ ０ ０ と 、 を 有 す る 。 振 動 信 号 生 成 装  
置 １ ０ ０ が 、 音 声 信 号 に 基 づ い た 振 動 信 号 を 生 成 し 、 振 動 発 生 装 置 ２ ０ ０ が 、 振 動 信 号 生  
成 装 置 １ ０ ０ に よ り 生 成 さ れ た 振 動 信 号 に 基 づ い た 振 動 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ な ど を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ に よ り 構 成 さ れ 、 音 声 信  
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号 取 得 部 １ １ ０ と 、 包 絡 線 情 報 導 出 部 １ ２ ０ と 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 音 声 信 号 取 得 部 １ １ ０ は 、 音 声 信 号 を 取 得 す る 。 例 え ば 、 音 声 信 号 取 得 部 １ １ ０ は 、 他  
の 装 置 か ら 出 力 さ れ た 音 声 信 号 の 入 力 を 受 け る こ と で 、 音 声 信 号 を 取 得 す る よ う に し て も  
良 い し 、 記 憶 装 置 や 、 Ｃ Ｄ な ど の 記 憶 媒 体 、 ク ラ ウ ド な ど に 記 憶 さ れ た 音 声 デ ー タ を 取 得  
し 、 こ の 取 得 し た 音 声 デ ー タ か ら 音 声 信 号 を 生 成 す る こ と で 、 音 声 信 号 を 取 得 す る よ う に  
し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 包 絡 線 情 報 導 出 部 １ ２ ０ は 、 音 声 信 号 取 得 部 １ １ ０ に よ り 取 得 さ れ た 音 声 信 号 の 包 絡 線  
に 関 す る 包 絡 線 情 報 を 導 出 す る 。 包 絡 線 情 報 信 号 １ ２ ０ は 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、  
音 声 信 号 の 包 絡 線 を 時 間 の 関 数 Ｅ （ ｔ ） と し て 導 出 す る 。 信 号 の 包 絡 線 を 導 出 す る 方 法 と  
し て は 、 例 え ば 、 ピ ー ク ホ ー ル ド 処 理 や 、 絶 対 値 平 均 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は 、 周 波 数 お よ び 振 幅 が 一 定 の 波 で あ る 基 本 信 号 に 、 包 絡 線 情 報  
導 出 部 １ ２ ０ に よ り 取 得 さ れ た 包 絡 線 情 報 に 基 づ い た 周 波 数 変 調 お よ び 振 幅 変 調 を 行 い 、  
振 動 信 号 を 生 成 し 、 振 動 発 生 装 置 ２ ０ ０ に 出 力 す る 。 こ の と き 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は  
、 生 成 さ れ た 振 動 信 号 の 周 波 数 が 、 低 周 波 領 域 （ 例 え ば 、 ２ ０ － １ ０ ０ Ｈ ｚ ） の 値 に な る  
よ う に 、 周 波 数 変 調 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 基 本 振 動 は 、 例 え ば 、 周 波 数 ω お よ び 振 幅 Ａ が 一 定 で あ る 正 弦 波 （ Ａ s i n （ ω ｔ ） ） で あ  
る 。 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は 、 例 え ば 、 こ の 基 本 振 動 の 周 波 数 ω を 包 絡 線 （ Ｅ （ ｔ ） ） の  
レ ベ ル に 基 づ い て 変 化 さ せ （ 包 絡 線 情 報 に 基 づ く 周 波 数 変 調 ： ω ＝ Ω （ Ｅ （ ｔ ） ） ） 、 振  
幅 Ａ が 包 絡 線 に 一 致 す る よ う に 変 化 さ せ る （ 包 絡 線 情 報 に 基 づ く 振 幅 変 調 ： Ａ ＝ Ｅ （ ｔ ）  
） こ と で 、 振 動 信 号 （ Ｅ （ ｔ ） s i n （ Ω （ Ｅ （ ｔ ） ） ｔ ） ） を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の と き 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く  
な る に つ れ 、 周 波 数 が 高 く な る よ う に （ つ ま り 、 ｄ ω ／ ｄ Ｅ ＞ ０ ） 、 周 波 数 変 調 を 行 っ て  
も 良 い し 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ 、 周 波 数 が 低 く な  
る よ う に （ つ ま り 、 ｄ ω ／ ｄ Ｅ ＜ ０ ） 、 周 波 数 変 調 を 行 っ て も 良 い 。 な お 、 図 ３ （ Ａ ） 、  
図 ４ （ Ａ ） に お い て 、 包 絡 線 の レ ベ ル と 周 波 数 の 関 係 は 、 線 形 で あ る が 、 包 絡 線 の レ ベ ル  
と 周 波 数 の 関 係 は 、 線 形 に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ て 周 波 数 が 高 く な る よ う に 周 波 数 変 調 し た 場 合 、 図 ３  
（ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ に よ り 生 成 さ れ る 振 動 信 号 は 、 包 絡 線 の レ ベ  
ル が 高 い と こ ろ で 、 密 で あ り 、 包 絡 線 の レ ベ ル が 低 い と こ ろ で 、 疎 で あ る 信 号 に な る 。 一  
方 、 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ て 周 波 数 が 低 く な る よ う に 周 波 数 変 調 し た 場 合 、 図  
４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ に よ り 生 成 さ れ る 振 動 信 号 は 、 包 絡 線 の レ  
ベ ル が 高 い と こ ろ で 、 疎 で あ り 、 包 絡 線 の レ ベ ル が 低 い と こ ろ で 、 密 で あ る 信 号 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 振 動 発 生 装 置 ２ ０ ０ は 、 入 力 さ れ た 振 動 信 号 に 基 づ い た 振 動 を 発 生 す る 装 置 で あ り 、 ユ  
ー ザ に 、 振 動 信 号 に 基 づ い た 振 動 を 与 え る 。 振 動 発 生 装 置 ２ ０ ０ は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ が 着  
座 可 能 な 座 席 に 埋 設 さ れ る 。 ま た 、 振 動 発 生 装 置 ２ ０ ０ は 、 座 布 団 の な か に 設 置 さ れ る よ  
う に し て も 良 い 。 ユ ー ザ は 、 こ の 座 布 団 に 着 座 す る こ と や 、 ユ ー ザ の 背 中 と 座 席 の 背 も た  
れ の 間 に 置 く こ と で 、 振 動 を 感 じ る こ と が で き る 。 ま た 、 振 動 発 生 装 置 ２ ０ ０ は 、 ポ ー チ  
の 中 に 設 置 さ れ る よ う に し て も 良 い 。 ユ ー ザ は 、 こ の ポ ー チ を 手 、 腹 、 胸 、 足 な ど の 身 体  
の 一 部 に あ て る こ と で 、 振 動 を 感 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 音 声 信 号 の 包 絡 線 に 基 づ い て 、 振 動 信 号 を 生 成 す る 。 こ の  
た め 、 低 周 波 領 域 の 成 分 が な い 音 声 の 場 合 で あ っ て も 、 こ の 音 声 に 基 づ い た 振 動 信 号 を 生  
成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 音 声 信 号 の 包 絡 線 の レ ベ ル に 基 づ い て 、  
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周 波 数 変 調 を 行 う 。 こ の た め 、 生 成 さ れ た 振 動 信 号 の 周 波 数 は 、 包 絡 線 の レ ベ ル に 応 じ て  
変 化 す る 。 よ っ て 、 本 実 施 例 で は 、 低 周 波 領 域 の 成 分 が な い 音 声 の 場 合 で あ っ て も 、 こ の  
音 声 に 基 づ い て 、 単 調 で な い 振 動 を 発 生 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 本 実 施 例 で は 、 聴 力 が 弱 い 者 で あ っ て も 、 振 動 に よ り 音 声 を 感 じ る こ と が 可 能  
に な る 。 例 え ば 、 本 実 施 例 で は 、 楽 曲 の 演 奏 の 際 に は 、 聴 力 が 弱 い 者 で あ っ て も 、 楽 曲 の  
音 量 の 変 化 に あ っ た 振 動 を 受 け る こ と が で き 、 楽 曲 の 雰 囲 気 を 味 わ う こ と が 可 能 で あ る 。  
ま た 、 本 実 施 例 で は 、 観 劇 の 際 に は 、 聴 力 が 弱 い 者 で あ っ て も 、 演 者 が 発 し た セ リ フ の 抑  
揚 を 再 現 し た 振 動 を 受 け る こ と が で き 、 芝 居 の 雰 囲 気 を よ り 味 わ う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ お け る 処 理 動 作 の 一 例 を 示 す  
図 で あ る 。 音 声 信 号 取 得 部 １ １ ０ は 、 音 声 信 号 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ ） 。 包 絡 線  
情 報 導 出 部 １ ２ ０ は 、 音 声 信 号 取 得 部 １ １ ０ に よ り 取 得 さ れ た 音 声 信 号 の 包 絡 線 に 関 す る  
包 絡 線 情 報 を 導 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ２ ） 。 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は 、 周 波 数 お よ び 振  
幅 が 一 定 の 波 で あ る 基 本 信 号 に 、 包 絡 線 情 報 導 出 部 １ ２ ０ に よ り 取 得 さ れ た 包 絡 線 情 報 に  
基 づ い た 周 波 数 変 調 お よ び 振 幅 変 調 を 行 い 、 振 動 信 号 を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
＜ 音 声 出 力 ・ 振 動 発 生 シ ス テ ム ＞
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 音 声 出 力 ・ 振 動 発 生 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ に  
示 し た 音 声 出 力 ・ 振 動 発 生 シ ス テ ム は 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ 、 振 動 発 生 装 置 ２ ０ ０ に  
加 え 、 音 声 信 号 出 力 装 置 ３ ０ ０ と 、 ス ピ ー カ ４ ０ ０ と 、 を さ ら に 有 し て い る 。 こ の 音 声 出  
力 ・ 振 動 発 生 シ ス テ ム で は 、 音 声 出 力 装 置 ３ ０ ０ が 音 声 信 号 の 音 を ス ピ ー カ ３ ０ ０ で 出 力  
す る と も に 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ が 、 こ の 音 声 信 号 に 基 づ い た 振 動 信 号 を 生 成 し 、 振  
動 発 生 装 置 ２ ０ ０ が 、 こ の 振 動 信 号 に 基 づ い た 振 動 を 発 生 す る 。 こ の た め 、 本 実 施 例 で は  
、 ユ ー ザ に 、 音 声 を 聴 か せ る と と も に 、 こ の 音 声 に 基 づ い た 振 動 を 与 え る こ と が 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ 低 周 波 成 分 の 混 合 ＞
　 音 声 に 低 周 波 成 分 が あ る 場 合 は 、 音 声 信 号 の 低 周 波 成 分 の 振 動 を 音 声 の 聴 者 に 与 え る こ  
と で 、 ア タ ッ ク 感 が あ り 、 音 声 に よ り 追 従 し た 振 動 を ユ ー ザ に 与 え る こ と が 可 能 で あ る 。  
そ こ で 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ は 、 音 声 信 号 の う ち の 低 周 波 成 分 （ 例 え ば 、 ２ ０ Ｈ ｚ か  
ら １ ０ ０ Ｈ ｚ ） を 音 声 信 号 か ら 抽 出 す る 抽 出 部 １ ４ ０ と 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ に よ り 生  
成 さ れ た 振 動 信 号 に 、 抽 出 部 １ ４ ０ に よ り 抽 出 さ れ た 低 周 波 成 分 の 信 号 を 混 合 す る 混 合 部  
１ ５ ０ を 有 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
＜ リ ラ ッ ク ス ／ 覚 醒 効 果 ＞
　 発 明 者 は 、 楽 曲 を ユ ー ザ に 聴 か せ る と と も に 、 人 間 が 感 じ る こ と が で き る 周 波 数 領 域 の  
う ち の 周 波 数 が 低 い 方 の 領 域 の 振 動 を ユ ー ザ に 与 え た と き に 、 ユ ー ザ の 副 交 感 神 経 の 働 き  
が よ り 活 発 に な る こ と 、 つ ま り 、 ユ ー ザ が よ り リ ラ ッ ク ス す る こ と を 見 い だ し た 。 ま た 、  
発 明 者 は 、 楽 曲 を ユ ー ザ に 聴 か せ る と と も に 、 人 間 が 感 じ る こ と が で き る 周 波 数 領 域 の う  
ち の 周 波 数 が 高 い 方 の 帯 域 の 振 動 を ユ ー ザ に 与 え た と き に 、 ユ ー ザ の 交 感 神 経 の 働 き が よ  
り 活 発 に な る こ と 、 つ ま り 、 ユ ー ザ が よ り 覚 醒 す る こ と を 見 い だ し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ こ で 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ は 、 心 身 の 状 態 変 化 に 関 す る 複 数 の モ ー ド か ら １ つ の  
モ ー ド を 決 定 す る モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ を さ ら に 有 す る よ う に し て も 良 い 。 そ し て 、 振 動 信  
号 生 成 装 置 １ ０ ０ の 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ に よ り 決 定 さ れ た モ ー  
ド に 基 づ い て 、 周 波 数 変 調 を 行 う よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 複 数 の モ ー ド は 、 ユ ー ザ を リ ラ ッ ク ス さ せ る こ と を 目 的 と す る 癒 し モ ー ド （ 第 １ の モ ー  
ド ） を 含 む よ う に す る と 良 い 。 そ し て 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ に  
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よ り 決 定 さ れ た モ ー ド が 癒 し モ ー ド で あ る な ら ば 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 包 絡 線 の レ  
ベ ル が 高 く な る に つ れ 、 周 波 数 が 低 く な る よ う に 、 周 波 数 変 調 を 行 う よ う に す る と 良 い 。  
こ の よ う に す る こ と で 、 周 波 数 が 低 い 振 動 が 、 周 波 数 が 高 い 振 動 よ り も 強 調 さ れ る 。 こ の  
た め 、 ユ ー ザ に 、 周 波 数 が 低 い 振 動 を よ り 感 じ さ せ 、 ユ ー ザ を リ ラ ッ ク ス さ せ る こ と が 可  
能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 複 数 の モ ー ド は 、 ユ ー ザ を 覚 醒 さ せ る こ と を 目 的 と す る 覚 醒 モ ー ド （ 第 ２ の モ ー ド ） を  
を 含 む よ う に し て も 良 い 。 そ し て 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ に よ り  
決 定 さ れ た モ ー ド が 覚 醒 モ ー ド で あ る な ら ば 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 包 絡 線 の レ ベ ル  
が 高 く な る に つ れ 、 周 波 数 が 高 く な る よ う に 、 周 波 数 変 調 を 行 う よ う に す る と 良 い 。 こ の  
よ う に す る こ と で 、 周 波 数 が 高 い 振 動 が 、 周 波 数 が 低 い 振 動 よ り も 強 調 さ れ る 。 こ の た め  
、 ユ ー ザ に 、 周 波 数 が 高 い 振 動 を よ り 感 じ さ せ 、 ユ ー ザ を 覚 醒 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 複 数 の モ ー ド は 、 リ ラ ッ ク ス 効 果 も 覚 醒 効 果 も 目 的 と し な い 通 常 モ ー ド （ 第 ３ の  
モ ー ド ） を 含 む よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 通 常 モ ー ド に お い て 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ て 周 波 数 が 低 く な る よ う に 周 波 数  
変 調 を 行 う 場 合 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ に よ り 決 定 さ れ た モ ー ド  
が 覚 醒 モ ー ド で あ る な ら ば 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ  
、 通 常 モ ー ド の と き よ り も 急 激 に 周 波 数 が 低 く な る よ う に 、 周 波 数 変 調 を 行 う よ う す る と  
良 い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 癒 し モ ー ド の と き は 、 通 常 モ ー ド に 比 べ 、 周 波 数 が 低 い 振  
動 が 、 周 波 数 が 高 い 振 動 よ り も 強 調 さ れ る 。 こ の た め 、 ユ ー ザ に 、 周 波 数 が 高 い 振 動 を よ  
り 感 じ さ せ 、 ユ ー ザ を よ り リ ラ ッ ク ス さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 通 常 モ ー ド に お い て 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ て 周 波 数 が 高 く な る よ う に 周 波 数  
変 調 を 行 う 場 合 、 振 動 信 号 生 成 部 １ ３ ０ は 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ に よ り 決 定 さ れ た モ ー ド  
が 覚 醒 モ ー ド で あ る な ら ば 、 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 包 絡 線 の レ ベ ル が 高 く な る に つ れ  
、 通 常 モ ー ド の と き よ り 急 激 に 周 波 数 が 高 く な る よ う に 、 周 波 数 変 調 を 行 う よ う に す る と  
良 い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 覚 醒 モ ー ド の と き は 、 通 常 モ ー ド に 比 べ 、 周 波 数 が 高 い 振  
動 が 、 周 波 数 が 低 い 振 動 よ り も 強 調 さ れ る 。 こ の た め 、 ユ ー ザ に 、 周 波 数 が 高 い 振 動 を よ  
り 感 じ さ せ 、 ユ ー ザ を よ り 覚 醒 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 発 明 者 は 、 楽 曲 を ユ ー ザ に 聴 か せ る と と も に 、 こ の 楽 曲 に 基 づ い た 振 動 を 楽 曲 と  
同 期 さ せ ず 、 楽 曲 よ り も 遅 れ た タ イ ミ ン グ で ユ ー ザ に 与 え た と き に 、 ユ ー ザ の 副 交 感 神 経  
の 働 き が 活 発 に な る こ と 、 つ ま り 、 ユ ー ザ が リ ラ ッ ク ス す る こ と を 見 い だ し た 。 ま た 、 発  
明 者 は 、 楽 曲 を ユ ー ザ に 聴 か せ る と と も に 、 こ の 楽 曲 に 基 づ い た 振 動 を 楽 曲 と 同 期 さ せ ず  
、 楽 曲 よ り も 進 ん だ タ イ ミ ン グ で ユ ー ザ に 与 え た と き に 、 ユ ー ザ の 交 感 神 経 の 働 き が 活 発  
に な る こ と 、 つ ま り 、 ユ ー ザ が 覚 醒 す る こ と を 見 い だ し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ こ で 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ の 包 絡 線 情 報 導 出 部 １ ２ ０ は 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ に  
よ り 決 定 さ れ た モ ー ド に 基 づ い て 、 包 絡 線 を 導 出 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 包 絡 線 情 報 導 出 部 １ ２ ０ は 、 例 え ば 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ に よ り 決 定 さ れ た モ ー ド に 基  
づ い た ピ ー ク ホ ー ル ド 時 間 を 用 い て 、 音 声 信 号 の 包 絡 線 に 関 す る 包 絡 線 情 報 を ピ ー ク ホ ー  
ル ド 処 理 に よ り 導 出 す る よ う に す る と 良 い 。 こ の と き 、 第 １ の モ ー ド に 対 す る ピ ー ク ホ ー  
ル ド 時 間 を 通 常 モ ー ド に 対 す る ピ ー ク ホ ー ル ド 時 間 よ り 長 く し 、 第 ２ に モ ー ド に 対 す る ピ  
ー ク ホ ー ル ド 時 間 を 通 常 モ ー ド に 対 す る ピ ー ク ホ ー ル ド 時 間 を 短 く す る と 良 い 。 こ の よ う  
に す る こ と で 、 癒 し モ ー ド の と き に 、 通 常 モ ー ド に 比 べ 、 振 動 が 音 声 よ り 遅 れ て い る よ う  
に ユ ー ザ に 感 じ さ せ る こ と が で き 、 ユ ー ザ を よ り リ ラ ッ ク ス さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 一  
方 で 、 覚 醒 モ ー ド の と き に 、 通 常 モ ー ド に 比 べ 、 振 動 が 音 声 よ り 先 に 進 ん で い る よ う に ユ  
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ー ザ に 感 じ さ せ る こ と が で き 、 ユ ー ザ を よ り 覚 醒 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 包 絡 線 情 報 導 出 部 １ ２ ０ は 、 例 え ば 、 決 定 さ れ た モ ー ド に 基 づ い た 平 均 時 間 を 用 い て 、  
音 声 信 号 の 包 絡 線 を 絶 対 値 平 均 に よ り 導 出 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の と き 、 第 １ の モ ー  
ド に 対 す る 平 均 時 間 を 通 常 モ ー ド に 対 す る 平 均 時 間 よ り 長 く し 、 第 ２ に モ ー ド に 対 す る 平  
均 時 間 を 通 常 モ ー ド に 対 す る 平 均 時 間 を 短 く す る と 良 い 。 こ の よ う に す る こ と で も 、 癒 し  
モ ー ド の と き に 、 通 常 モ ー ド に 比 べ 、 振 動 が 音 声 よ り 遅 れ て い る よ う に ユ ー ザ に 感 じ さ せ  
る こ と が で き 、 ユ ー ザ を よ り リ ラ ッ ク ス さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 覚 醒 モ ー ド の と き に 、  
通 常 モ ー ド に 比 べ 、 振 動 が 音 声 よ り 先 に 進 ん で い る よ う に ユ ー ザ に 感 じ さ せ る こ と が で き  
、 ユ ー ザ を よ り 覚 醒 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ の 入 力 に 基 づ い て モ ー ド の 決 定 を す る よ う に す  
る と 良 い 。 こ の と き 、 例 え ば 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ は 、 ユ ー ザ か ら の 入 力 を 受 け る 手  
段 を 有 す る よ う に す る と 良 い 。 ま た 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ が 音 声 の 特 徴 を 取 得 す る 手  
段 を 有 し 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ は 、 こ の 音 声 の 特 徴 に 基 づ い て モ ー ド の 決 定 を す る よ う に  
し て も 良 い 。 ま た 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ が 機 械 学 習 に よ り ユ ー ザ が ど の よ う な 効 果 を  
求 め て 音 声 の 再 生 を 行 う の か を 学 習 す る 手 段 を さ ら に 有 し 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ は 、 こ の  
学 習 結 果 に 基 づ い て 、 モ ー ド の 決 定 を す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 振 動 信 号 生 成 装 置 １ ０ ０ は 、 ユ ー ザ の 生 体 情 報 を 取 得 す る 手 段 を さ ら に 有 し 、 モ  
ー ド 決 定 部 １ ６ ０ は 、 取 得 さ れ た 生 体 情 報 に 基 づ い て 、 モ ー ド を 決 定 す る よ う に し て も 良  
い 。 こ の と き 、 ユ ー ザ の 生 態 情 報 と し て 、 ユ ー ザ の 心 拍 に 関 す る 情 報 を 、 ユ ー ザ の 生 体 情  
報 と し て 取 得 す る よ う に す る と 良 い 。 ユ ー ザ の 心 拍 に 関 す る 情 報 は 、 ユ ー ザ の 心 拍 数 や 、  
ユ ー ザ の 心 拍 変 動 に 関 す る 情 報 （ 例 え ば 、 心 拍 変 動 の Ｌ Ｆ （ Ｌ ｏ ｗ   Ｆ ｒ ｅ ｑ ｕ ｅ ｎ ｃ ｙ  
） や 、 Ｈ Ｆ （ Ｈ ｉ ｇ ｈ   Ｆ ｒ ｅ ｑ ｕ ｅ ｎ ｃ ｙ ） 、 Ｌ Ｆ と Ｈ Ｆ の 比 で あ る Ｌ Ｆ ／ Ｈ Ｆ ） を 含  
む よ う に す る と 良 い 。 心 拍 数 や 心 拍 変 動 に 関 す る 情 報 か ら 、 心 身 の 状 態 を 知 る こ と が 可 能  
で あ る 。 例 え ば 、 リ ラ ッ ク ス を し て い る と き は 、 心 拍 数 は 低 く 、 覚 醒 し て い る と き は 、 心  
拍 数 は 高 い 。 そ こ で 、 例 え ば 、 モ ー ド 決 定 部 １ ６ ０ は 、 ユ ー ザ が リ ラ ッ ク ス し て い る こ と  
を 生 体 情 報 が 示 し て い る と き は 、 ユ ー ザ を 覚 醒 さ せ る こ と を 目 的 し て 、 モ ー ド を 覚 醒 モ ー  
ド に 決 定 す る よ う に し 、 ユ ー ザ が 覚 醒 し て い る こ と を 生 体 情 報 が 示 し て い る と き は 、 ユ ー  
ザ を リ ラ ッ ク ス さ せ る こ と を 目 的 し て 、 モ ー ド を 癒 し モ ー ド に 決 定 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を 説 明 し た 。 こ こ で は 特 定 の 具 体 例 を 示  
し て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す  
る こ と な く 、 こ れ ら 具 体 例 に 様 々 な 修 正 お よ び 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ ０ ０   振 動 信 号 生 成 装 置
　 １ １ ０   音 声 信 号 取 得 部
　 １ ２ ０   包 絡 線 情 報 導 出 部
　 １ ３ ０   振 動 信 号 生 成 部
　 １ ４ ０   抽 出 部
　 １ ５ ０   混 合 部
　 １ ６ ０   モ ー ド 決 定 部
　 ２ ０ ０   振 動 発 生 装 置
　 ３ ０ ０   音 声 信 号 出 力 装 置
　 ４ ０ ０   ス ピ ー カ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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